
NECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社

先進のエコロジー性能と、きめ細やかな
使いやすさが融合したワイドモニター

使いやすさと環境への配慮を
追求したスタンダードプロジェクター

この度の東日本大震災により、被害を受けられました皆さまに、
謹んでお見舞い申し上げます。一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます
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用語の解説
・RoHS指令：電気・電子機器一般で有害物質（鉛など６種類）の使用を禁止するEU指令。 なお全世界

で本指令をベースとした有害物質管理の法令が整備されつつある。

・Ｊ－Ｍｏｓｓ ：モニター等の機器に含まれるRoHS指令と同一有害物質の含有情報提供を規定した資源
有効利用促進法の定めの通称で、JIS C 0960を引用する形で運用される。

・REACH規則 ：化学物質（製品に含まれるものも含む）をEU域内にて製造、EU域内へ輸出する場合の
管理等について定めたEU規則。管理物質数が数千種類になり、企業にとって負担が大きい。
2011年 6月から完全施行。

・ＴＣＯ ：スウェーデンの環境保護団体などが提唱し欧州で広く採用されている環境、エルゴノミクス、
省エネルギー、低周波電磁界、安全性など多岐にわたり対応していることを示す認証制度。

・ＥＰＥＡＴ ：モニター等を対象とし、有害物質管理、資源循環、省ｴﾈﾙｷﾞｰ等の基準対応を求める米国グ
リーン調達基準。対応状況が良好な順にゴールド、シルバー、ブロンズの区分がある。

・国際ｴﾈﾙｷﾞｰｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：モニター等を対象とした米国環境保護庁および経済産業省が制定・認定す
る省エネルギー対応が基準をクリアしていることを保障するための規格。当社製製品ではモ
ニターが対象。

・ＰＣｸﾞﾘｰﾝﾗﾍﾞﾙ：有限責任中間法人パソコン3R推進センターが制定・認定する環境ラベル。モニター等
の製品で３Ｒに配慮した設計をしているか等、企業姿勢が審査される。

・ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ/ｴｺｼﾝﾎﾞﾙｽﾀｰ ：NECが定めた環境ラベル。NEC独自の環境配慮基準・ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ規準を満足
し、先進性、透明性が確保されている製品に付与される。 ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ製品の内、 特に先進性
のあるものはﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ製品として、ｴｺｼﾝﾎﾞﾙｽﾀｰ製品として認定される。

・ケナフ：パルプ原料にもなるＣＯ２吸収効率等に優れたアオイ科フヨウ属の１年草。

目 次

報告対象範囲
• 対象期間 2010年4月1日～2011年3月31日
• 対象事業所

• 国内営業拠点
• 開発拠点（NEC湘南テクニカルセンター）
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NECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

代表取締役執行役員社長 伊藤 行雄

当社は、環境問題を経営の重点課題として位置づけ、
環境配慮型製品・ソリューションの提供を通じ、
持続可能な社会づくりに貢献します。

環境理念

（１）環境マネジメントシステムを有効に活用し、環境に配慮した事業活動を
推進します。

（２）環境に配慮した製品・ソリューションの提供を行います。

（３）環境に関する情報の公開に積極的に取り組みます。

（４）環境に関する法規制・条例などの順守はもとより、環境上の要求事項に
も積極的に取り組みます。

（５）適切な教育訓練を行い、本方針を順守する人材を育成します。

行動指針

2010年4月現在

（全組織）

製
品
活
動

環境管理体制

社長

環境担当役員

環境管理総括責任者

事務局部門：環境推進部

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
製
品

モ
ニ
タ
ー
製
品

事
業
活
動

当社の環境管理体制です。

当社の環境活動は、製品に関わ
る活動（製品活動）が重要な位置
づけになり、開発関連部門を中心
として、当社の技術力を最大限に
生かし、製品使用時のCO2排出量削
減（地球温暖化抑制）、環境にや
さしい素材料の採用拡大、リサイ
クルしやすい設計等の対応を図っ
ています。

また、事業活動全体においても
環境対応に力を注いでおり、 CO2
排出量削減や、廃棄物削減などの
対応を図っています。

環境方針/環境管理体制
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ご挨拶

「持続可能な社会を目指して」「持続可能な社会を目指して」
環境に配慮した製品をお客様へ提供し続けます

この度の東日本大震災により、被害を受けられました皆さまに、謹んでお見舞い申し上げ
ます。一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます

当社は、NECグループの中で映像ソリューション事業を担う会社であり、湘南テクニカルセ
ンターを拠点にプロジェクターとモニターの開発、設計を行っております。

湘南テクニカルセンターは、神奈川県西部の大井町に所在し、南に相模湾、西には箱根と霊
峰富士を望み、近くには清流酒匂川が流れるという自然豊かな環境に在ることから、設立当
時より「地球にやさしく環境に調和する事業場」として活発な環境管理活動を推進し環境の
国際標準「ISO14001（環境ISO）」、神奈川県「環境管理事業所」の認証登録を維持しており
ます。

また、主に製品の開発設計拠点である事から、製品の環境活動についても重点項目と捉え
環境法規制の対応に重点をおき、いち早く対応すると伴に、「ＮＥＣグループビジョン2017」を
目指し「低炭素」に加え、「生態系、生物多様性の保全」、「資源循環・省資源」への取組みを
強化して参ります。

一方で、３月１１日に発生しました東日本大震災におきましても、大自然の猛威と電力不足
が一般家庭から自治体、各企業のお客様に大きな影響を与え、当社としましても環境配慮
に加え、省エネルギー製品でありますOfficeCoolなど、数多くの環境配慮製品を組織的に
提供し貢献しなければいけないと改めて感じました。

「環境アニュアルレポート2011」ではそれらの活動をご紹介し、当社の目指す方向性を明ら
かにしております。ぜひ本レポートの内容をご高覧いただき、当社の環境経営について忌憚
のないご意見・ご要望を賜れば幸いです。

環境経営担当役員
ＮＥＣﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社

取締役 執行役員 笠原 隆
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会社概要

ＮＥＣﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 略称：ＮＥＣＤＳ
事業内容 ：映像表示装置および映像表示ソリューションの開発、製造、販売
設立 ：2000年1月18日
従業員数 ：約６００名
売上高 ：1,047億円（2010年度 世界連結）

ＮＥＣ湘南テクニカルセンター（略称：ＳＴＣ）：開発拠点
所在地 ：神奈川県足柄上郡大井町西大井６８６－１
設立 ： １９９４年８月
敷地面積 ：６０，２１１㎡ （緑化率 ：４０．１％）
延床面積 ：４２，６００㎡ （建築面積：９，６７６㎡）
建屋構成 ：工場棟 －本棟－

動力棟 －用力供給棟－
リサイクル棟
危険物屋内貯蔵所

MS芝浦地区 ：国内営業拠点
東京都港区芝浦四丁目13番23号 MS芝浦ビル１０階

※開発拠点であるＳＴＣではＮＥＣファシリティーズ株式会社（設理管理及び敷地保全等を実施）
をはじめとするグループ各社の協力の下、環境管理活動を推進しています。

ビジョン
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環境ＩＳＯ登録証/環境ＩＳＯの変遷

１９９７年 NEC湘南ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰとしてＩＳＯ14001の第三者認証取得

２００７年 旧NECﾋﾞｭｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱と旧NECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭ-ｼｮﾝｽﾞ㈱が経営統合し、
同年11月にNECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱としてＩＳＯ14001認証更新

２００９年 登録更新 （有効期限：2012年10月30日）

環境ＩＳＯの変遷

2010年度ＩＳＯ審査風景

オープニング
部門確認
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スタンダードスタンダード モバイルモバイル

インスタレーションインスタレーション

デジタルシネマデジタルシネマ

コモディティコモディティ

NC3200SNC3200S Screen size ~32mScreen size ~32m
NC2000CNC2000C Screen size ~20mScreen size ~20m
NC1200CNC1200C Screen size ~12mScreen size ~12m

NP-300XJD

NP-230XJD
NP-260XJD NP-V260JD

NP-V230JD NP-300WJL
NP-300XJL
NP-350XJL

NP-260WJL
NP-260XJL NP54J

NP64J
NP53J
NP63J

NP2200J NP1200J NP4100J NP4100WJ

NP-U300XJD NP-U310WXJD

USBメモリ接続や携帯電話との連携など
外出先で便利な機能を搭載した
モバイルモデル

使いやすさと環境への配慮を追求した
スタンダードモデル

２つのカラーホイールを標準添付。5種類の
オプションレンズに対応して様々な場所に設置
できる、ランプ2灯式の高輝度プロジェクター

NP-PA500UJL
NP-PA600XJL NP-PA550WJL

レンズシフト機能やオプションレンズに対応
した、シンプル設計モデル

幅広いスクリーンサイズに合わせた３機種のラインナップ
現行の全ての３Ｄ映像方式に対応

マルチメディアマルチメディア短焦点短焦点
明るい場所でも見やすい高輝度を実現
機能も充実した短焦点モデル

無線/有線LANに標準対応
レンズシフトや1.7倍ズームなど
設置しやすい機能が豊富なモデル

NP-P420XJL NP-P350WJLNP-M350SXJL NP-M300WSJL

超短焦点超短焦点
短い距離でも、歪みの少ない明るい大画面を実現。
設置場所を選ばない非球面ミラータイプの
超短焦点プロジェクター。

使いやすさやエコ機能を重視
HDMI端子も搭載したエントリーモデル

HDMIやDisplayPortなど豊富な入出力端子を
搭載、5種類のレンズやスタック設置に対応、
WUXGAも加わりさらに進化したインスタレー
ションモデル

製品概要 （１／２） 【プロジェクター】

当社は、製品を通じての社会全体の環境負荷低減に寄与できるよう活動しています。 製品の一部
をご紹介しますが、詳しくは当社Webページをご覧ください。 http://www.nec-display.com/jp/

http://www.nec-display.com/jp/
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製品概要 （２／２） 【モニター】

その他、主なラインナップ
LCD2490WUXi2, LCD2190UXp
ＰＡ301W, PA271W, PA241W

その他、主なラインナップ
P551, P521, P461, X551UN
M461, S521, V461

ＩＴディスプレイＩＴディスプレイ

医用ディスプレイ医用ディスプレイ

マルチディスプレイに
最適な超スリムベゼル

プロフェッショナルディスプレイプロフェッショナルディスプレイ

パブリックディスプレイパブリックディスプレイ

24.1型

７０型
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環境配慮型製品 （１／２） 【プロジェクター】

主な特長；
１．ランプ交換時間をさらに延長 （資源の有効活用）
ランプ交換時間は、ノーマル時5000時間、エコモード時6000時間と大幅に延長しました※。
※ViewLightNP-M300XJL/M260XJL/M260WJLの場合。ViewLightNP-M350XJL/M300WJLは、
ノーマル時4000時間、エコモード時5000時間。

２．環境規格“ＴＣＯ認証”を取得 （国際的に認められた環境性能）
TCO認証では、①動作音のレベル制限、②エコモードやスタンバイモードの装備、③消費電力の
制限、④環境に有害な物質の含有禁止、⑤ リサイクルシステムの提供など、厳しく定められてい
ます。また、画質に関しても、コントラスト比、色の均一性、色域などで厳しい規定があります。

３．待機電力削減とクイックオフ （無駄電力削減でＣＯ２削減）
クイックオフにより、電源を切ると同時に冷却ファンが止まるので、すぐに片付けることが可能で
す。さらに投写中にスイッチ付き電源タップのスイッチやブレーカなどで電源を切ることができるダ
イレクトパワーオフも搭載しています。また、スタンバイ時の消費電力は0.2Wの省エネ設計。

４．オートエコモードを搭載して、省エネを強化
二酸化炭素排出削減量（カーボンメーター）表示機能 （お客様に電力削減の見える化を実施）
投写映像に合わせて輝度を自動調整する「オートエコモード」を搭載。これにより最大約23％消
費電力を削減できます。また二酸化炭素の排出量をビジュアルで確認できる、カーボンメータ エコ
モードに設定することで削減される消費電力を、CO2削減量に換算して表示します。

＜２０１０年度エコシンボルスター認定製品＞
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環境配慮型製品 （２／２） 【モニター】

主な特長；

１．白色LEDバックライトパネルにより消費電力低減と水銀フリーを実現
（水銀レス／ハロゲンフリーで環境対応）
白色LEDバックライト採用により省電力化、水銀レスを実現。使用による二酸化炭素排出の
低減のみならず、廃棄時における地球環境負荷への低減を図っています。

２．省電力を一歩進める人感センサー搭載
（画像処理技術は当社のこだわり）
使用者が本機の前から離れると自動的にそれを感知して、パワーセーブモード、または画
面の輝度を0%に設定します。使用者が席に戻れば自動的に復帰することで、特別に意識す
ることなく、一歩進んだ省エネ環境を提供します。

３．見やすい適正な輝度に自動調節し、省エネも図るオートブライトネス機能
（省エネでＣＯ２削減）
ディスプレイ周辺の明るさや表示画面中の白領域を検出し、輝度を自動調節する、3モード
のオートブライトネス機能を搭載。実用レベルの見やすい輝度を維持しながら無駄な電力消
費を抑え、省エネルギーに貢献します。

４．輝度レベルを下げて消費電力を抑える2段階のECO MODE
周囲が暗くなると自動的に節電状態に入る、オフモード
（お客様に電力削減の見える化を実施）
輝度設定を通常の使用で支障のないレベルまで下げ、消費電力を削減するECO MODEを
搭載。 ECO MODE 1（初期設定：約200cd/m²）、ECO MODE 2（約100cd/m²）の2段階設定
が可能です。これにより、消費電力を大幅に削減することができます。周囲の明るさが設定
値より暗くなるとパワーセーブモードに切り替わる、オフモードを搭載。退社時の消し忘れに
よる無駄な消費電力を削減できます。

５．二酸化炭素排出削減量（カーボンメーター）表示機能
（お客様に電力削減の見える化を実施）
ECO MODEやパワーマネージメント機能動作によって削減されたと見なされる消費電力量
を、CO2の排出量に換算した値として積算表示できます。また地域に合わせた換算値の変
更、および電気料金表示も可能です。

シンプルさを実現シンプルさを実現
する最先端のする最先端の

ディスプレイ技術・ディスプレイ技術・
イノベーションイノベーション

省電力
・二酸化炭素排出減
・ECO

シンプル/自在性
= Cool

熱排出が少ない
= Cool

究極の狭額縁
・最低限必要なデザイン

軽量化
・薄くスリムに
・スタンドベース最小化
・自在な持ち運び

商品コンセプト

使用例：４面マルチ画面

＜２０１０年度エコシンボルスター認定製品＞
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環境活動状況 （１／３） 【プロジェクター製品活動】

2010年度 活動実績 ○：100％達成 △：80％以上達成 ×：未達成

2011年度 活動目標

２０１０年度ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ製品の環境活動では、目標を達成することが出来ました。
２０１１年度は製品使用時における更なるＣＯ２削減と、環境トップランナー製品の開発に努
めてまいります。

指標 活動項目

地球温暖化
防止

製品使用時のＣＯ２排出量削減

環境ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ
製品

環境ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ製品の創出

環境配慮型
製品

新規開発品をエコシンボル対応
とする

資源循環
バイオプラスチックの製品への
適用推進

エコシンボル商品比率１００％を維持継続

目標

消費電力量（性能ﾍﾞｰｽ）を
６２％削減
（基準2005年度）

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ製品
(エコシンボルスター製品）
を２件製品化

ＮＥＣ研究所への委託研究を継続し、ﾌﾟﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰへの採用可
否の検討実施
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環境活動状況 （２／３） 【モニター製品活動】

2010年度 活動実績

2011年度 活動目標

２０１０年度の環境活動では、計画した事項すべての項目で目標を達成することが出来まし
た。
２０１１年度は製品使用時における更なるＣＯ２削減と、環境トップランナー製品の開発に努
めてまいります。

○：100％達成 △：80％以上達成 ×：未達成

指標 活動項目

地球温暖化
防止

製品使用時のＣＯ２排出量削減

環境ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ
製品

環境ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ製品の創出

環境配慮型
製品

新規開発品をエコシンボル対応
とする

資源循環
バイオプラスチックの製品への
適用推進

課題抽出、技術検討を行い、ﾓﾆﾀｰへの採用可否の検討を実
施

目標

消費電力量（性能ﾍﾞｰｽ）を
６２％削減
（基準2005年度）

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ製品
(エコシンボルスター製品）
を２件製品化

エコシンボル商品比率１００％を維持継続



－13－

環境活動状況 （３／３） 【事業所における活動】

２０１０年度の環境活動では、ＣＯ２排出量削減が１００％達成にはとどきませんでした。
事業活動のレベルを下げることなく、目標レベルの達成に取り組みますが、特に２０１１年
度は電力削減を念頭におき省エネルギー施策を実施してまいります。

2010年度 活動実績

2011年度 活動目標

○：100％達成 △：80％以上達成 ×：未達成
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環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）

電気３．７７８MＷｈ
（ ３，７９３MＷｈ)

ガス ２７５ｋ㎥
（ ２２８ｋ㎥ ）

水 ２３．３ｋ㎥
（２１．８ｋ㎥）

化学物質 ２．８ｔ ※1
（ ２．７ｔ）

紙 ５．９ｔ
（６．２ｔ）

開発・設計

製品評価

事務･販売等

ＣＯ２ ２，２５３ｔ
(２，１５０ｔ）

排水 １８．９ｋ㎥
（ 1８．４ｋ㎥ ）

一般廃棄物 ５１．８ｔ
（ ７２．８ｔ）

産業廃棄物 １５．８ｔ
（ ２３．７ｔ）

OUTPUTINPUT

※１：化学物質2.8ｔの主な用途は、汚泥処理に使用されています。
※２：（ ）内は2009年度

環境負荷のマスバランスは以下のとおりです。 ２０１０年度は事業活動が活発化
した事により前年から微増になっていますが、今後も積極的にマスバランスの改善
に取り組んでまいります。

■ＣＯ２排出に関しては、「エネルギー使用量削減の取り組み」を参照願います。
■一般廃棄物および産業廃棄物に関しては、「環境負荷低減活動（廃棄物削減）」を参照
願います。
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原油換算エネルギー使用量 （Ｓ ＴＣ ）

当社では、事業活動でのエネルギー使用量を削減するため、空調使用時間の短縮等、様々な
活動を推進してまいりました。
２０１０年度は２００９年度と比べ若干の増加となりました。これは事業活動の活発化による操業
時間の増加によるものが主たる要因ですが、今後更なる低減を図ります。

エネルギー使用量削減の取り組み（ＳＴＣ）

当社はチャレンジ２５キャンペーンに参加して、電力を中心に
総エネルギー使用量削減に努めています。

ＯＡ機器のエコ設定
冷房 28℃設定

※年間を通じた
空調運転時間
の短縮を実施

ライトダウンキャンペーンでのＳＴＣ看板消灯

100%

91.2%
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２０１１年の夏季は、「電気事業法第２７条による電気の使用制限」の大口需要家
（契約電力500kW 以上）に要求される１５％削減より更に厳しい２５％削減を目標と
定め、５月から節電活動を行い各種節電施策を実施すると伴に、社内ポスター掲示
による節電呼びかけ運動および節電アイデアの募集を行い、従業員の意識向上と
有効なアイデア採用による節電対策を図り、社員一丸となって目標達成に向け活動
しております。

7月1日・５Ｆ食堂の営業短縮

5月23日・ＳＴＣ自動販売機削減

■福利・厚生関係

4月6日・定時退社日の退社徹底

■就業関係

5月27日・ジェットタオル停止

5月27日・便座ヒーター停止

■トイレ付帯設備

4月6日・マルチディスプレイ電源ＯＦＦ

4月6日・帰宅時電源ＯＦＦ

4月6日・「席はずし」「会議」電源ＯＦＦ

4月6日・輝度の低減

■ディスプレイ関連の対策徹底

5月25日・給湯器の一部停止（５台）

■給湯室関係

4月6日・日中ブラインドによる日照遮断

5月27日・空調の標準設定温度の変更

■空調関係

5月25日・ＳＴＣ南側：荷物用エレベーター停止（２号機停止）

■エレベーター運転停止 （２号機停止）

5月27日・各部門の間引き実施（使用照明の１／３間引き）

■蛍光灯間引き（ＳＴＣ）

実施日節 電 施 策

（天井灯消灯） （節電ポスター掲示）

電力使用量削減への取り組み

（７月電力使用量実績）
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20日
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21日
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22日

7月
23日

7月
24日

7月
25日

7月
26日

7月
27日

7月
28日

7月
29日

7月
30日

7月
31日

前年累計

当月累計

目標値(25％削減)

（単位：kWh）

←372,210

←279,158

２５％
削減

ＳＴＣ電力使用量実績グラフ （７月）

７月電力使用量目標達成！！

社内ホームページで
「節電アイデア」を募集

社内ホームページに毎日、
電力実績データを掲載し
目標の「見える化」を実施
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廃棄物排出量（ＳＴＣ）

産業廃棄物

一般廃棄物

115 126 115

96 97

68

環境負荷低減活動（廃棄物削減）

当社では事業所（特にＳＴＣ）から排出する、廃棄物の削減活動に取り組んでいます。
過去６年間の廃棄物排出量（ＳＴＣ）は以下のとおりに推移していますが、今後も
１．廃棄物排出全体量の削減
２．廃棄物の再資源化
両面からの取り組みを強化していきます

具体的には
廃棄物処理業者と協力し、構内から排出される廃棄物の種類と排出部門を詳細に分類し、実態
把握に取り組むことにより削減施策に生かしています。

＜廃棄量の推移＞

【10年度廃棄物内訳】
[産業廃棄物]
廃プラスチック ： ８．９t (ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）
木屑 ： ６．８t (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
その他 ： ０．１t (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）

10年度より有価売却による資源の有効利用により
産業廃棄物の量は減少しています。

[一般廃棄物]
古紙・MIX紙 ：１２．５t  (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
ダンボール ：１７．６t (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
汚 泥 ：１７．６ｔ (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
一般ゴミ ： ４．１t (ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）
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環境負荷低減活動（廃棄物削減）

廃棄物削減施策例 分別ＢＯＸに英語表記

ＳＴＣでは、分別ＢＯＸに日本語表記
とは別に、英語による表記を併記し
ています。

・軟質系プラの圧縮機の導入によ
り、搬出回数が減り、輸送による
CO2排出を削減することが出来
ました
・廃棄物の分別をさらに細分化し、
プラスチックの一部を有価売却す
ることが出来ました

プラスチック
圧縮機

ゴミの回収箱

＜調査方法＞

– 一般ゴミに混入しているお菓子ゴミを分別する
ための専用ボックスを設置し、別管理

– 一ヶ月の排出物を保管し、計量、分類

＜結果＞

– お菓子等の包装が一般廃棄物の８．６％混入

ＳＴＣから排出する廃棄物をタイプ別／重
量毎に分析し、廃棄物処理業者とともに削
減施策を検討しています

廃棄物の実態調査

廃棄物の分析

一般ゴミ中の廃プラの量を計測するなど、種類
の特定と減量に向けての方策を探るため実態
調査を行う

ＳＴＣから排出する金属類／ダンボール等の廃棄物に対しては有価売却を積極的
に進め、資源循環に寄与するとともに廃棄量の削減ができました
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グリーン調達

「循環型経済社会」の実現に向けて、環境に対する企業の役割と責任はますます重要
になっています。当社も、環境への対応を経営の優先課題として位置づけ、環境経営
を実践しています。
その中の重点取り組み課題の１つとして、「環境負荷を低減した製品の提供」を推進し
ていますが、この実現には、製品を構成する部品や材料などの環境負荷を低減する取
り組みが必要不可欠となります。
これを推進する施策として、ＮＥＣグループのみならず、お得意先やお取引先とも一体と
なってすすめる「グリーン調達」を推進しています。
当社では、「環境負荷を低減した製品の提供」を実践していくために、お得意先やお取
引先に対して「グリーン調達」をご理解いただき、企業の環境負荷の低減と保全活動を
より広く提唱しています。

グリーン調達ガイドライン

掲載場所：http://www.nec-display.com/jp/environment.html

目次
１．はじめに
２．適用範囲
３．用語の説明
４．お取引先様に対して要求する必須条件
５．調達品に対して要求する必須条件
６．グリーン調達品の定義

７．環境格付けの評価内容
８．グリ－ン調達の運用について

http://www.nec-display.com/jp/environment.html
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環境法規制との対応と法令遵守

当社では、出荷する製品の大半を海外（８０カ国以上）へ輸出しており、各国で

ますます強化される環境法規制への対応が不可欠です。そのため、製品の開

発段階における法令対応の確認はもちろんのこと、資材調達／生産／輸送／
使用／廃棄の各段階において高いレベルの対応を行っています。

各製品ごとに国際環境規格等を取得しています
日本（エコマーク、グリーン購入、エコシンボルスター）、
中国省エネ認証、台湾グリーンマーク 等

各国の主な環境法規制
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２０１０年度は、計画していた教育訓練（入社時の基本教育等）を、すべて実施しました。
今後も環境活動に対する従業員意識向上と啓発に取り組んでいきます。
NECグループでは、全従業員をエコ・エクセレンス※１にすることを目標に掲げて、毎年
「環境意識調査」を実施しています。 当社は２０１０年度全従業員がエコ・エクセレンス
と判定されました。環境経営の充実には、従業員の環境意識向上が、もっとも重要な要
素だと考えています。 今後も引き続き環境意識向上を図ってまいります。

※１：環境経営を推進するための十分な環境知識を持ち合わせ、業務において環境に
配慮した行動がとれる人

参加率は
2008年度以降１００％

エコ ・
エクセレンスエコ・

インテリジェンス

環境知識
高い

低い

低い

個人行動
高い

１００％１００％

エコ ・
プレイヤー

エコ・
イグノランス

２０１０年度

エコ ・
エクセレンスエコ・

インテリジェンス

環境知識
高い

低い

低い

個人行動
高い

９９％９９％１％

エコ ・
プレイヤー

エコ・
イグノランス

２００９年度

２０１１年の当社従業員意識調査の結果から

最新の意識調査の結果では、「強化すべき環境
への取組みは何か」と質問したところ、過半数の
従業員から「環境配慮型製品」に関連する回答が
ありました。製品開発段階から環境対応に対する
意識が向上しています。
<<調査結果>>
１位：ＥＣＯ、省エネルギーに貢献する製品開発
２位：製品のリサイクル/リユースの推進
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の推進
１）事業所内での（業務上
の）省エネへの取組み強化

６）顧客や社会に対する
ECO活動（製品、環境活動
等）PR
７）社員に対しての環境活
動の教育／啓発活動

４）事業所から排出する廃
棄物の削減

５）事業所から排出する
CO2の削減

教育訓練活動

今後も製品の環境対応を推進してまいります

<<その他の従業員意見>>
・ECO･省エネ機能を搭載した商品を出しながら、社内利用率が低い。
・ECOに関する社外イベントへの積極的な参加。（市場動向の把握）
・製品梱包の発泡材撤廃。
・環境取組みを具体的な表現で明確に定義する必要あり。
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地域貢献活動 （１／２） 【ケナフ栽培活動】

１９９８年から実施しているＳＴＣ近隣の上大井小学校と共同のケナフ活動も１０年以上を
経過しました。本活動は、上大井小学校の総合学習にも組み入れられており、ケナフという
植物生育を通じて、環境管理の重要性を子供たちが学ぶ機会となっています。
２０１１年度も上大井小学校５年生（６８名）と共に、ＳＴＣでの種まきからケナフ学習会を経
て、刈り取り（１１月予定）、そして、紙すき(２月予定）を行います。

ケナフを使った製品
（ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ《外装》、炭、
紙（入場証、卒業証書など） 等）

ケナフ学習会
（ケナフをきっかけとして、環境問題の学習）

ケナフ種まき ケナフ刈り取り

紙すき

大井町から感謝状をいただきました

長年にわたるケナフによる上大井小学校
への環境教育と、大井高校との合同によ
る酒匂川クリーンキャンペーンが評価され
2010年11月3日、大井町から感謝状を頂
戴しました。

大井町表彰式

※ ＳＴＣではケナフを栽培する上で、栽培地を固定化する等、敷地外へケナフが広がらないよう工夫をしています。
※ 神奈川大学名誉教授釜野先生のご指導を受け、薬品を使わない紙すきを実施しています。
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地域貢献活動 （２／２） 【クリーンキャンペーン】

当社は地域貢献の一環として、ＳＴＣ近辺のクリーンキャンペーン（自治体主催活
動への参加、および当社主催の実施）を推進しています。今後も継続し地域に貢献し
てまいります。

２０１０年度の実施状況

・５月に大井町主催「酒匂川統一美化キャンペーン」に参加
（ＳＴＣ従業員３１名参加）

・１０月に近隣の大井高校との合同で、ＳＴＣ及び大井高校近辺の清掃活動
を実施（ＳＴＣ従業員６５名、大井高校から１５０名参加）

・ ３月に大井高校との合同で、ＳＴＣ及び大井高校近辺の清掃活動を実施
（ＳＴＣ従業員７４名、大井高校から５０名参加）

10月に
回収したゴミ約５０ｋｇ

３月に
回収したゴミ約４０ｋｇ

ＮＥＣ ＣＳＲコンベンションにて「社会貢献部門継続賞」を受賞しました

今年のＮＥＣ ＣＳＲコンベンションでは、１３年に渡り、地元の大井高校と合同で

行ってきました本活動が評価され「社会貢献部門継続賞」を受賞しました。
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環境配慮型製品(P.9/P.10)環境負荷低減に資する製品・サービスの状況MP-12

地域貢献活動(P.22/P.23)環境に関する社会貢献活動の状況MP-11

地域貢献活動(P.23)環境コミュニケーションの状況MP-10

地域貢献活動(P.22/P.23)
生物多様性の保全と生物資源の持続可能な
利用の状況

MP-9

-環境に配慮した輸送に関する状況MP-8

環境活動状況報告(P.11～P.13)環境に配慮した新技術、DfE等の研究開発の状況MP-7

グリーン調達(P.19)グリーン購入・調達の状況MP-6

-サプライチェーンマネジメント等の状況MP-5

-環境に配慮した投融資の状況MP-4

-環境会計情報MP-3

環境法規制との対応と法令遵守(P.20)環境に関する規制の遵守状況MP-2

環境管理体制(P.3)MP-1-2．環境マネジメントシステムの状況

環境方針(P.3)MP-1-1．事業活動における環境配慮の方針

環境マネジメントの状況MP-1

該当ページ指標項目

2.環境マネジメント等の環境経営に関する状況
（環境マネジメント指標：MPI, Management Performance Indecators）

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)
事業活動のマテリアルバランス（インプット、内部循環、

アウトプット）
BI-5

環境活動状況報告(P.11～P.13)
BI-4-2．事業活動における環境配慮の取組に関する

目標、計画および実績等の総括

環境活動状況報告(P.11～P.13)
環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)

BI-4-1．主要な指標等の一覧

環境報告の概要BI-4

会社概要(P.5)事業の概況（経営指標を含む）BI-3

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)BI-2-2．報告対象範囲の環境負荷の捕捉状況

報告対象範囲（P.2）BI-2-1．報告の対象組織・期間・分野

報告にあたっての基本的要件BI-2

ご挨拶(P.4) ／環境方針(P.3)経営責任者の緒言BI-1

該当ページ指標項目

1.基本的項目（BI, Basic Information）

【環境報告書ガイドライン対照表】(1/2)

今年度の環境アニュアルレポートと環境省の環境報告書ガイドライン（２００７年度版）の
各項目を対照表にまとめました。
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環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)総排水量等およびその低減対策OP-10

環境負荷低減活動（廃棄物削減） (P.17)
廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量および

その低減対策
OP-9

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)
化学物質の排出量、移動量および

その低減対策
OP-8

-
大気汚染、生活環境に係る負荷量および

その低減対策
OP-7

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)
エネルギー使用量削減の取り組み（ＳＴＣ）

(P.15)

温室効果ガスの排出量およびその低減対策OP-6

（排出物・放出物）

-総製品生産又は総商品販売量OP-5

（製品）

アウトプット

-事業エリア内で循環的利用を行っている物質量OP-4

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)水資源投入量およびその低減対策OP-3

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)総物質投入量およびその低減対策OP-2

環境負荷マスバランス（ＳＴＣ）(P.14)
エネルギー使用量削減の取り組み（ＳＴＣ）

(P.15)

総エネルギーの投入量およびその低減対策OP-1

インプット

該当ページ指標項目

3.事業活動に伴う環境負荷およびその低減に向けた取り組みの状況
（オペレーション指標：OPI,OperationalPerformance Indecators）

【環境報告書ガイドライン対照表】（2/2）



発行元
発 行 ：２０１１年 ８月

ＮＥＣﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社
事業管理本部 環境推進部

所在地： 〒258-8533
神奈川県足柄上郡大井町西大井６８６－１
NEC湘南テクニカルセンター

お問い合せ先
ＴＥＬ ０３－５４４６－５３００
E-mail webmaster@necds.jp.nec.com
日本国内向サイト http://www.nec-display.com/jp/
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ご質問／ご意見等がございましたら、お手数ですが上記のお問い合わせ先まで電
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